
学校番号 306 

平成 31 年度 理科 

 

教科 理科 科目 生物 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 改訂版 生物 （数研出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・すべての生物に共通する仕組みとヒトだけが持つ仕組みを学び、自己と他者を見つめなおすこと

で生物の多様性、ヒトの性格の多様性を許容できる価値観を養ってください。 

・「なぜ？どうしてそうなるのか？」といった観点を日常においても持ち、その疑問を解決するた

めの方法として「観察・仮説・実験・考察」の考え方を授業内容から学びましょう。 

・２年時の生物基礎と比べると内容が濃くなっていますが、身の回りの事象ばかりです。実体験と

結びつけ、考えられるようになりましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

生物基礎で勉強した内容よりさらに深く、すべての生物に共通する細胞の構造、代謝、遺伝の仕組

みを学び、生命が発生する過程や生物による違いや特色を知ることで生物の多様性を感じ、動物・

植物が環境に対してどのように反応し行動に繋がっているかを学び、姿形が地球の歴史とともに遷

り変わってきた様子を知り、多種多様な生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度と、持続可

能な社会づくりに貢献できる力を身につける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会との

関連を図りながら生

物や生物現象の関係

に関心をもち、意欲的

に探究しようとする

とともに、生物の共通

性と多様性を常に意

識するなど、科学的な

見方や考え方を身に

付けている。 

生物や生物現象の中

に問題を見いだし、探

究する過程を通して、

事象を科学的に考察

し、導き出した考えを

適切に表現している。 

生物や生物現象に関

する観察、実験など

を行い、基本操作を

習得するとともに、

それらの過程や結果

を的確に記録、整理

し、自然の事物・現

象を科学的に探究す

る技能を身に付けて

いる。 

生物や生物現象につ

いて、基本的な概念

や原理・原則を理解

し、身に付けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノート・プリントの取

り組み 

 

学習状況の観察 

ノート・プリントの取

り組み 

定期考査 

学習状況の観察 

ノート・プリントの

取り組み 

観察・実験の記録 

定期考査 

学習状況の観察 

ノート・プリントの

取り組み 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

遺
伝
情
報
の
発
現 

DNA の構造と複製 ○    a:生物に共通している細胞について関心

をもち、意欲的に探求しようとする。 

b:ＤＮＡの仕組みを理解し、塩基の組み

合わせが変わったときにどうなるかを導

き出せる。 

c:アルコール発酵を観察し、時間・速度

の記録、条件の違いによる考察ができて

いる。 

d:遺伝の仕組みを理解し、減数分裂につ

いての知識を身につけている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・プリン

ト 

観察・実験 

定期考査 

遺伝情報の発現   ○  

遺伝子の発現調

節 

 ○   

生
殖
と
発
生 

遺伝子と染色体    ○ 

２
学
期 

生
殖
と
発
生 

減数分裂と遺伝情

報の分配 

   ○ a:植物の刺激・反応について関心をもち、

意欲的に探求しようとする。 

b:動物の生殖方法を学び、動物の種類に

よっての違いを考察し、導き出した答え

を表現している。 

c:盲斑の位置と形を確認することで、自

分の身体について関心を持ち、結果を的

確に記録、整理している。 

d:植物の生殖方法を理解し、知識を身に

つけている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・プリン

ト 

観察・実験 

定期考査 

遺伝子の多様な組

み合わせ 

 ○   

生
物
の
環
境
応
答 

動物の反応と行動   ○  

植物の環境応答 ○    

３
学
期 

生
命
の
起
源
と
進
化 

進化のしくみ ○    a:生命の変遷について関心を持ち、意欲

的に探求している。 

b:生物の進化の仕組みに関する探究活動

を行い、事象や結果を考察し、導き出し

た考えを表現している。 

c:選択が働く場合の遺伝子頻度の変動に

ついて実験し、それらの過程や結果を記

録、整理している、 

d:生物の分類には様々な種類があり、系

統わけされていることを理解し、知識を

身につけている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・プリン

ト 

観察・実験 

定期考査 

生物の系統  ○   

生物の多様性   ○ ○ 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


